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与えられるからZcを適当にとると, ¢3-¢の関係は図 1(a)の様にな りヒステレシス
を生 じるo OoQま磁束量子で, ¢O-A -2･07×10~15wbの値を持っoこのリング2β
に,外部から共振回路 を通 じて¢′sinwt+¢0という磁束を加えるo芸 が動作周波しr I/ど
数で, 00が測定される磁束である｡この時,共振回路の検波された電圧 Vは, ¢′に∬●yl′'~‥一一､-■l'■′l -/IH - 一■'L'‥l~'■1 -ノ"'▼ ~ J
対し図 1(b)の様に与えられ, ¢.を一定にしておくと,Vは00が ¢oだけ変化する毎J' I tr
に,三角波 を措 く｡この三角波 を Quantummodulationpattern(Qパターン )と呼び,
三角波を数えることにより, 0.を単位 として磁束の変化を計測できるO しかし,動作
周波数が数GHz以上になると,コンピューターシミュレーシ ョン結果では, 図 1 (a)




我々が試作 した35GHz帯 SQUIDの超伝導リングの部分 を図2･に示すO リング内
面性 幅 0.25mm,長さ7.1mm,奥行き8.1mm のスリットになっているO超伝導体 はバ
ビットという鉛の合金であるoNb-Tiの針の接点払 クライオスタット外部から,





















参 考 文 献
1) R.A.拡amperandM.B.Simmonds:Appl.Phys.Lett.20(1972)270.
2) H.TakayanagiandT.Masumi:Jpn.∫.Appl.Phys.17(1978)1117.
3) R.A.BuhrmanandL D.Jackel:IEEETrams.Mgn.MAG-13(1977)879.
紫外光電子分光法による固体の電子状態の研究
高 橋 隆
1.序. 紫外光電子分光法 (UPS)を用いて,興味あるいくつかの固体について,
光電子スペク ト/レとその変化を測定し,電子状態の解析を行なった｡
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